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６
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こ
の
議
会
に
は
、
市
長
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ら
条
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改
正
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補

正
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ど
の
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案
が
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件
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

令和５年度から、国民健康保険税の後期高齢者支援金等課税額に係る賦
課限度額を 20万円から 22万円に引き上げますが、後期高齢者支援金分の
所得割の税率を 100分の 2.2 から 100分の 2.1 に引き下げます。

問：税率の引き下げによる減収額と減税となる世帯数は。

答：約 400万円の減収となり、約 4,000 世帯が減税となる。

問：賦課限度額の引き上げによる増収額と増税となる世帯数は。

答：約 120万円の増収となり、71世帯が増税となる。

問：増税を避けるために一般会計から政策的に繰り入れを行うことは違法か。

答：保険税を引き下げるために一般会計からの繰り入れを行うことは違法では
ないが、国の方針に基づくと保険税率を一律に下げることは適当でないと
されている。

国保の賦課限度額等を改正
報告第３号　専決処分事項の報告（海南市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

こんな質問がありました

総合体育館のサービス向上を
議案第４６号　海南市体育館条例の一部を改正する条例

指定管理者の経営努力によるサービス向上を目的とし、指定管理者
の更新に合わせ、総合体育館トレーニング室利用料金制（条件で定め
る範囲内で指定管理者が市の承認を受けて利用料金を定めることがで
きる。）を導入します。

問：（三園を統合した）下津幼稚園の来年４月の在園児は何人の予
想か。また交通手段は。

答：30名程度を予想している。交通手段については、加茂川幼
稚園から大東幼稚園を経由して下津幼稚園に向かう幼稚園バ
スの運行を考えている。	

幼稚園の統廃合
議案第４５号　海南市立幼稚園条例の一部を改正する条例

令和６年４月に加茂川幼稚園、大東幼稚園、下津幼稚園を統
合することに伴い加茂川幼稚園、大東幼稚園を廃止します。

こんな質問がありました
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問：給付方法は。申請は必要なのか。

答：住民税が非課税の世帯には確認書を郵送する。
受け取った世帯は必要事項を記入して返送す
れば、その後、市が確認等を行い、指定の口
座に振り込む。
　また、住民税が課税される世帯であっても、
令和５年１月以降に家計が急変し、住民税が非
課税の世帯と同様の事情にあると認められる
場合は対象となり、申請が必要となる。

問：他市町村では水道料金の減免等をしているところもあるが、クーポン券とした理由は。

答：現在の物価高騰の状況は市民から事業者まで誰もが影響を受けており、特定の費用に関する支援を
行うよりもより幅広く行き渡る支援が必要と考えたためである。

問：電気、ガス、水道料金の支払いには使えるのか。

答：プレミアムクーポン券については、クーポン券を取り扱う店舗を市内に有する事業者を要件としており、
電力・都市ガス供給事業者は市内に店舗を有しないことから
支払いに利用できない。
　一方、プロパンガスについては市内のガス供給事業者の
登録を見込んでいる。また水道料金については、クーポン
券が利用できない物品として、国税・地方税・使用料など
の公租公課を定める予定をしており、利用不可とする予定で
ある。

低所得世帯を支援し非課税世帯に現金給付
議案第４９号　令和５年度海南市一般会計補正予算（第５号）　電力ガス食料品等価格高騰緊急給付事業

1人５，０００円のクーポン券を配布
議案第４９号　令和５年度海南市一般会計補正予算（第５号）　プレミアムクーポン券事業

エネルギー、食料品等の価格高騰が続くなかで、生活の安定に資することを目的に、特に家計への
影響が大きい低所得者を支援するため、令和５年度の住民税が非課税である世帯等には３万円の現金
給付を行います。

エネルギー、食料品等の物価高騰の影響による市民負担の増加を踏まえ、引き続き地域の消費を喚
起するため、全ての市民を対象に 5,000 円分のクーポン券を配布します。

こんな質問がありました

こんな質問がありました



4市議会だよりかいなん 74号

補
正
予
算

討
　
論

審
議
結
果

政
務
活
動
費

一
般
質
問

議
　
案

問：災害復旧費に対する国の支援について　

答：1箇所の工事費が、農業、林業の災害復旧で
は４０万円以上、道路、河川の災害復旧では
６０万円以上あれば、国の災害復旧制度が適
用できるため、大いに活用して復旧を進めて
いきたい。
　また、総額で１億６，２２０万円の補正予算
のうち、市債が１億２，５２０万円認められてお
り、一般財源として差し当たって必要な額は３，
７００万円となっている。

問：被災された市民への対応について　

答：６月５日より職員５名体制で市役所１階に災害
総合相談窓口を設置しており、土日について
も職員を動員し相談体制を維持する予定であ
る。
　また、災害見舞金については、床上浸水以
上の対象世帯に対し３万円の給付を本日より
開始したところである。
　そして、和歌山弁護士会との協定に基づく
相談会を６月１４日に予定しているほか、その
他の士業団体や行政相談委員等と連携した相
談会の開催についても調整中である。

問：気象警報等のタイミングや今後の連携体制に
ついてどう考えるか。学校等との連携は。

答：気象警報のタイミングは、気象庁の判断で発
表するものであるが、今年度から、気象台と
オンラインで情報共有を図っている。避難指
示等のタイミングは、河川の水位等により判
断し、基準に基づき発令していた。今後につ
いても、迅速に対応できるよう努めてまいり
たい。また、学校等との連携については、教
育委員会や子育て推進課とも情報共有を図り、
対応していく。

問：災害ゴミの対応について。

答：災害ゴミは、個人、事業所のゴミを自己搬
入いただける一時集積所を開設しているほか、
現時点では、個人宅まで収集に出向く事はで
きていないが、自己搬入が難しい方は、少し
時間をいただく
が、交通に支障
がない場所に出
していただけれ
ば回収する。

６月２日の豪雨被害の速やかな復旧を図るため、増額補正します。

こんな質問がありました

このままで
は青天井

のごとく保険税が引き上
げられる。国民健康保険
は社会福祉の一つであ
るが、国民健康保険税
の負担が逆に市民を苦
しめている現状に納得で
きず、賛成できない。

（岡　義明）

今回の国民健
康保険税の改

定については、あたかも低所
得の方の負担を軽減するた
めに高所得の方から余計に
いただくという構図に見える
が、もともとの保険税が非常
に高くなっている。これでは十
分な住民福祉とは言えない。

（溝口　恵敬）

〇国民健康保険税の課税限度額は15年
前には65万円であったが、今回で104万

円に増税されようとしており、あまりに市民の負担が大きい。
〇年収800万程度の建設現場で働く一人親方などが、最
高課税額を負担しているのが現状であり、あまりに酷である。
〇市の一般会計から政策的な繰り入れを行うことで増税
を避けるべきである。
〇増税は専決処分を行うべきではなく、増税前に議会に
諮るべきである。以上の理由で反対する。	（宮本　憲治）

反対 反対反対
〇報告第３号専決処分事項の報告

議案第６６号　令和５年度海南市一般会計補正予算（第４号）
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問：被災農業者支援事業の内容と広報について

答：被災農業者支援事業については、和歌山県の
日本一の果樹産地づくり事業の採択を受けて
いる事業者に対し、県の補助金の２分の１以
内、上限２０万円を補助するものである。
　広報については、ＪＡなど農業関係団体へ
の周知のほか、市のＨＰ、広報誌（８月号）等
で広報する予定である。

問：被災事業者支援事業の内容と広報について

答：被災事業者支援事業については、建物及び建
物と一体となった設備（ボイラー、室外機など）
の修繕に20 万円以上を要した場合に20 万
円を支給するものである。申請には被災証明
が必要である。
　広報については、商工会議所、商工会、漆
器組合、家庭用品組合、商店街組合などへの
周知のほか、市のＨＰ、広報誌（８月号）等で
広報を予定している。また、その中で、申請
状況を鑑みながら、必要に応じて商店街等の
調査を行うなど、申請漏れのないよう対応を
検討する。

問：下津行政局の浸水対策について

答：下津行政局については、今回のような大量
の雨により周辺が浸水した場合、建物内への
浸水を防ぐことは難しいが、今後、大きな地
震、津波等の対策も含め課題として考えてい
く。また、今回の浸水により２階での業務と
なり、１階での業務は約１０日後となったため、
そういう対応等についても精査し、早期復旧
について検討していく。

問：災害ボランティアに対する公共施設等の活用
とコンビニ等の提携について

答：災害ボランティアセンターを運営する社会福
祉協議会では、ボランティアの皆さんに大
正温泉や海南ス
ポーツセンター
のシャワーを利
用いただけるよう
調整済みである。
その他の提携に
ついても、社会
福祉協議会と調
整したい。

迅速な災害復旧事業を
こんな質問がありました

討
論

〇会期について（6月8日から6月
27日までの20日間とすることにつ
いて）

災害真っただ中であり、
今こそ職員や議員がま

ちに出て走り回り、一刻も早く困って
いる市民に手を差し伸べる必要がある。
災害支援体制の強化を図るためにも
会議を延会することを求める。

（岡　義明）

反対
賛成
〇諮問第1号人権擁護委員候補者の推薦

候補者は民生委員、教育委員など重責を兼務さ
れており、心身への負担は計り知れないが、献身

的で人格に優れており、人権擁護委員として適任であると考える。
しかし、今後も様々な委員を選任していくことから、兼務による負
担等を考慮して進めるべきである。	 （東方　貴子）

賛成
〇議案第46号

海南市体育館条例の改正は、利用料金に対し、
上限を定めるものであることから賛成する。	

（溝口　恵敬）

議案第６７号　令和５年度海南市一般会計補正予算（第６号）

災害ボランティア活動の様子
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議 案 の 審 議 結 果
◎…全会一致で承認・同意　〇…賛成多数で承認

議案第44号 	「森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律」の施行及び地方税法の改正に伴い所要の改正を行うもの　 議案第45号、46号 	関連
記事２ページ　 議案第47号 	急速充電設備の定義の見直し等を行うもの　 議案第48号 	使用料を改定するもの　 議案第49号 	関連記事3ページ	
総額6億1,501万9千円の増額　 議案第50号 	従来の字界を変更するもの　 議案第51～65号 	関連記事6ページ　 議案第66号 	関連記事4ペー
ジ	総額1億6,220万円の増額　 議案第67号 	関連記事5ページ	総額15億3,566万6千円の増額　 諮問第1号 	関連記事6ページ

6月定例会

議案番号 議　　案 結果
報告第１号 専決処分事項の報告（海南市税条例の一部を改正する条例） ◎

報告第２号 専決処分事項の報告（海南市促進区域における固定資産税の特別措置に関する条例の一
部を改正する条例） ◎

報告第３号 専決処分事項の報告（海南市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） ○
報告第４号 専決処分事項の報告（海南市介護保険条例の一部を改正する条例） ◎
報告第５号 専決処分事項の報告（令和４年度海南市一般会計補正予算（第９号）） ◎
報告第６号 専決処分事項の報告（令和５年度海南市一般会計補正予算（第２号）） ◎
報告第７号 専決処分事項の報告（令和５年度海南市一般会計補正予算（第３号）） ◎
報告第８号 専決処分事項の報告（令和５年度海南市同和対策住宅資金貸付事業特別会計補正予算（第１号）） ◎
議案第４４号 海南市税条例の一部を改正する条例 ◎
議案第４５号 海南市立幼稚園条例の一部を改正する条例 ◎
議案第４６号 海南市体育館条例の一部を改正する条例 ◎
議案第４７号 海南市火災予防条例の一部を改正する条例 ◎
議案第４８号 海南市つり公園シモツピアーランド条例の一部を改正する条例 ◎
議案第４９号 令和５年度海南市一般会計補正予算（第５号） ◎
議案第５０号 字の区域の変更 ◎
議案第５１号 海南市固定資産評価員選任の同意 ◎

議案第５２～６５号 海南市農業委員会委員任命の同意 ◎
議案第６６号 令和５年度海南市一般会計補正予算（第４号）※先議 ◎
議案第６７号 令和５年度海南市一般会計補正予算（第６号） ◎
諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦 ◎

固定資産評価員に選任された方 久保田雅俊	氏

人権擁護委員候補者に推薦された方 中山佳子	氏

農業委員会委員に任命された方

内芝和哉	氏、別院　勝	氏、林口純朗	氏、松尾育生	氏
坂口忠次	氏、田幡好章	氏、角谷泰宏	氏、辻内敏宏	氏
中西源藏	氏、内芝　真	氏、宮尾修司	氏、藤坂奉子	氏	
橋本昌明	氏、梶本博司	氏

●議長は賛否に加わることができません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる「裁決権」が認められています。

会派・議員名

	議案番号等

公明党
日本共産党	
海南市議会
議員団

無所属の会・日
本維新の会 市政クラブ 市民クラブ 自由

クラブ
結
　
　
果

中
家		

悦
生

森
下		

貴
史

岡
　		

義
明

溝
口		

恵
敬

古
田		

充
司

熊
野		

愛
子

栗
本		

量
生

田
村		

秀
明

宮
本		

憲
治

寺
脇		

寛
治

川
崎		

一
樹

榊󠄀
原		

徳
昭

米
原		

耕
司

池
原		

弘
貴

杉
本		

博
美

橋
爪		

大
輔

川
口		

政
夫

東
方		

貴
子

会期について 議長 ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6月8日から27日の
20日間に決定

報告第3号 議長 ○ × × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

■賛否の分かれた議案等 ○…賛成　×…反対
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令和４度 政務活動費使途内訳

令和 4 年度は、議員の改選があり、改選後の任期は５月１日からであるため、改選後の交付額は 22 万円となります。また改選
前の任期に係る４月分の交付額（２万円）については、改選後の交付額とは別に交付、精算を行うため、年間交付額と支出合計額
とのが差が返還額と一致しない場合があります。

（注）要請・陳情活動費、会議費についても経費は認められますが、いずれの議員も支出がありませんでした。

政務活動費は、議員の調査研究その他活動のために支給されます。条例により使い道のルールがあり、支出残
額がある場合は市に返還されます。なお、過去５か年度分の収支報告書は、議会図書室で閲覧できます。（単位	：	円）

氏　名 年間	
交付額

支　出
返還額調　査	

研究費 研修費 広報費 広聴費 資　料	
作成費

資　料	
購入費 人件費 事務所費 合計

岡　　義明 220,000 640 1,000 65,765 550 19,800 70,400 100,000 82,500 340,655 0
溝口　恵敬 220,000 620 74,673 65,765 25,675 100,000 266,733 0
東方　貴子 220,000 113,240 169,687 20,570 67,914 49,022 420,433 0
川口　政夫 220,000 25,000 75,600 22,016 87,505 39,513 249,634 0
杉本　博美 220,000 26,209 74,580 14,972 115,761 104,239
橋爪　大輔 220,000 19,800 14,800 27,808 62,408 157,592
榊原　徳昭 220,000 27,068 82,450 33,180 142,698 77,302
森下　貴史 220,000 19,800 23,833 43,633 176,367
熊野　愛子 220,000 170,812 19,800 13,475 204,087 15,913
古田　充司 220,000 32,580 103,259 19,800 41,156 196,795 23,205
川崎　一樹 240,000 21,600 144,060 41,967 207,627 32,373
米原　耕司 220,000 76,033 53,900 7,508 137,441 82,559
池原　弘貴 220,000 40,920 35,959 76,879 143,121
寺脇　寛治 220,000 19,800 46,860 66,660 153,340
中家　悦生 240,000 21,600 229,669 251,269 0
宮本　憲治 交付申請なし 0 0 
田村　秀明 220,000 29,119 56,430 85,549 134,451
栗本　量生 240,000 213,005 21,600 8,000 12,930 255,535 14,368
橋爪美惠子 20,000 15,435 1,800 5,500 22,735 0
和歌真喜子 20,000 13,232 1,800 2,500 17,532 2,468
上村　五美 20,000 1,505 3,526 3,164 8,195 11,805
黒原　章至 20,000 2,509 1,800 2,000 6,309 13,691

ホームページでは、市議会の日程や議案などの
情報を掲載しています。また、会議録を閲覧いた
だけるほか、本会議の生中継や委員会の録画映像
の配信（約10日後から）も行っていますので、ぜ
ひご利用ください。

市議会の定例会は年４回開催され、次回の９月
定例会は９月７日（木）に開会する予定です。

市議会では、市民の皆さまの生活に密着したさ
まざまな問題が審議されています。市政を知る機
会にもなりますので、ぜひ気軽に傍聴にお越しく
ださい。

なお、日程は変更することがありますので、傍
聴を希望される場合や本会議の生中継をご覧にな
る場合は、お手数ですが議会事務局まで日時をお
問い合わせください。

市議会ホームページ

よりよい紙面とするため、議会だよりに関す
る皆さま方のご意見等をお寄せください。

市議会だよりへのご意見を
お聞かせください

9月定例会の予定

ＴＥＬ／０７３－４８３－８７００　ＦＡＸ／０７３－４８３－８７０３
Ｅメール／gikaij@city.kainan.lg.jp
HP／https://www.city.kainan.lg.jp/kakubusho/gikaijimukyoku/index.html

海南市議会事務局 〒642-8501…海南市南赤坂１１番地

ホームページQRコード FaｃeｂooｋＱＲコード
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補
正
予
算

討
　
論

審
議
結
果

政
務
活
動
費

一
般
質
問

議
　
案

※ ◎の質問の概要を掲載しています。

問 

市
内
自
治
会
に
お
け

る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
状
況
は
。

答 

令
和
２
年
度
よ
り
補

助
金
制
度
を
設
け
て

お
り
、
令
和
５
年
３
月
末

時
点
で
13
地
区
に
15
台
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。

問 

防
犯
カ
メ
ラ
は
地
域

の
防
犯
力
や
犯
罪
抑

止
効
果
の
向
上
が
期
待
さ

れ
る
が
、
本
市
で
の
設
置

数
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
印

象
を
受
け
る
。
導
入
に
あ

た
り
録
画
方
式
や
機
能
、

映
像
の
確
認
方
法
、
電
源

の
引
き
込
み
等
検
討
範
囲

が
多
岐
に
及
び
複
雑
で
分

か
り
づ
ら
く
感
じ
る
。
設

置
台
数
を
増
や
す
た
め
に

は
設
置
事
例
や
目
的
・
用

途
に
応
じ
た
機
器
の
選
び

方
に
つ
い
て
助
言
や
マ
ニ

ュ
ア
ル
作
成
を
実
施
し
て

は
ど
う
か
。

答 

設
置
後
の
管
理
や
運

用
が
、
当
初
の
イ
メ

ー
ジ
と
異
な
り
、
十
分
な

利
活
用
が
で
き
て
い
な
い

問 
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式

化
が
進
ん
で
い
な
い

が
、
計
画
と
進
捗
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答 

令
和
２
年
度
に
各
小

学
校
の
ト
イ
レ
に
洋

式
便
器
１
基
を
設
置
し
た

が
、
今
後
は
校
舎
等
長
寿

命
化
事
業
の
中
で
整
備
し

て
い
き
た
い
。

問 

事
業
計
画
が
な
く
、

ト
イ
レ
の
洋
式
化
が

進
ん
で
い
な
い
よ
う
だ
が

和
式
ト
イ
レ
１
基
を
洋
式

化
す
る
費
用
は
。
ま
た
、

各
校
に
和
式
ト
イ
レ
１
基

を
残
し
て
他
を
全
て
洋
式

化
す
る
に
は
、
あ
と
何
基

の
和
式
ト
イ
レ
が
対
象
と

な
る
の
か
。

答 

１
基
あ
た
り
60
万
円

か
ら
70
万
円
で
あ
り
、

小
学
校
で
136
基
、
中
学
校

で
96
基
が
対
象
と
な
る
。

問 

合
わ
せ
て
約
１
億
６

千
万
円
が
必
要
と
な

る
が
、
学
校
は
避
難
所
に

も
な
る
こ
と
か
ら
、
高
齢

者
に
と
っ
て
も
洋
式
化
は

一般質問とは、議員が市民の代表として、市の行政全
般に対し、現在の状況や将来の方針等を質問したり、
提言することで、政策の見直しなども行われます。
６月定例会では、６人の議員が一般質問を行いました。

一 般 質 問

人
が
市
政
を
問
う

6

こ・
こ・
が

聞
き
た
い
!!

人
が
市
政
を
問
う

6

こ・
こ・
が

聞
き
た
い
!!

1　池原　弘貴　（9ぺージ）
　◎防犯対策について
　・公用車の効率的な活用について

2　東方　貴子　（9ページ）
　◎学校トイレの洋式化について
　・新型コロナワクチン接種業務の委

託について
　・本市農水産物のPRと販路拡大に

ついて
　・藤白神社周辺の世界遺産「紀伊山

地の霊場と参詣道」への追加登録
について

3　森下　貴史　（10ページ）
　・ＧＩＧＡスクールについて
　◎警報発表時の下校について

4　田村　秀明　（10ページ）
　◎旭メガソーラー海南発電（株）に

ついて

5　溝口　恵敬　（11ページ）
　・ビワキジラミ対策について
　・学校給食費無償化について
　◎災害への対応について
　・生成ＡＩへの対応について

6　岡　義明　（11ページ）
　◎マイナンバーカードについて
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補
正
予
算

討
　
論

審
議
結
果

政
務
活
動
費

一
般
質
問

議
　
案

●今後の制度のあり方について改めて研究していく

●関係各課と協議し設置を検討

可
能
性
も
あ
る
。
必
要
な

情
報
を
整
理
し
、
情
報
提

供
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問 

設
置
率
の
向
上
を
図

る
た
め
、
商
業
施
設

や
商
店
街
、
各
種
組
合
等

に
も
補
助
を
行
う
な
ど
裾

野
を
広
げ
て
は
ど
う
か
。

答 

対
象
範
囲
を
広
げ
る

こ
と
で
、
設
置
率
の

向
上
効
果
が
見
込
ま
れ
る
。

一
方
で
、
課
題
の
有
無
や

新
た
な
予
算
確
保
等
に
つ

い
て
十
分
な
議
論
を
踏
ま

え
る
必
要
も
あ
り
、
今
後

の
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い

て
改
め
て
研
究
し
て
い
く
。

問 

市
内
自
治
会
に
お
け

る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
状
況
は
。

答 

令
和
２
年
度
よ
り
補

助
金
制
度
を
設
け
て

お
り
、
令
和
５
年
３
月
末

時
点
で
13
地
区
に
15
台
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。

問 
防
犯
カ
メ
ラ
は
地
域

の
防
犯
力
や
犯
罪
抑

止
効
果
の
向
上
が
期
待
さ

れ
る
が
、
本
市
で
の
設
置

数
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
印

象
を
受
け
る
。
導
入
に
あ

た
り
録
画
方
式
や
機
能
、

映
像
の
確
認
方
法
、
電
源

の
引
き
込
み
等
検
討
範
囲

が
多
岐
に
及
び
複
雑
で
分

か
り
づ
ら
く
感
じ
る
。
設

置
台
数
を
増
や
す
た
め
に

は
設
置
事
例
や
目
的
・
用

途
に
応
じ
た
機
器
の
選
び

方
に
つ
い
て
助
言
や
マ
ニ

ュ
ア
ル
作
成
を
実
施
し
て

は
ど
う
か
。

答 

設
置
後
の
管
理
や
運

用
が
、
当
初
の
イ
メ

ー
ジ
と
異
な
り
、
十
分
な

利
活
用
が
で
き
て
い
な
い

必
要
で
あ
る
。
校
舎
等
長

寿
命
化
事
業
で
の
整
備
に

限
ら
ず
、
ト
イ
レ
洋
式
化

事
業
と
し
て
整
備
で
き
な

い
の
か
。

答 

校
舎
等
の
長
寿
命
化

工
事
の
順
に
よ
り
ト

イ
レ
の
洋
式
化
が
後
に
な

る
学
校
も
あ
る
。
今
後
は

関
係
各
課
と
協
議
し
、
設

置
を
検
討
す
る
。

問 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
対
策
と
し

て
ト
イ
レ
を
洋
式
化
し
た

自
治
体
も
あ
る
と
聞
く
が
、

本
市
で
は
議
論
さ
れ
な
か

っ
た
の
か
。

答 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策
と
し
て
、
手
指

消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
購
入
、

蛇
口
の
変
更
、
手
洗
い
場

の
増
設
、
空
調
機
の
整
備
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
購
入
な
ど

を
優
先
的
に
行
っ
た
。

問 

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式

化
が
進
ん
で
い
な
い

が
、
計
画
と
進
捗
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答 

令
和
２
年
度
に
各
小

学
校
の
ト
イ
レ
に
洋

式
便
器
１
基
を
設
置
し
た

が
、
今
後
は
校
舎
等
長
寿

命
化
事
業
の
中
で
整
備
し

て
い
き
た
い
。

問 

事
業
計
画
が
な
く
、

ト
イ
レ
の
洋
式
化
が

進
ん
で
い
な
い
よ
う
だ
が

和
式
ト
イ
レ
１
基
を
洋
式

化
す
る
費
用
は
。
ま
た
、

各
校
に
和
式
ト
イ
レ
１
基

を
残
し
て
他
を
全
て
洋
式

化
す
る
に
は
、
あ
と
何
基

の
和
式
ト
イ
レ
が
対
象
と

な
る
の
か
。

答 

１
基
あ
た
り
60
万
円

か
ら
70
万
円
で
あ
り
、

小
学
校
で
136
基
、
中
学
校

で
96
基
が
対
象
と
な
る
。

問 

合
わ
せ
て
約
１
億
６

千
万
円
が
必
要
と
な

る
が
、
学
校
は
避
難
所
に

も
な
る
こ
と
か
ら
、
高
齢

者
に
と
っ
て
も
洋
式
化
は

池原  弘貴

東方  貴子

防犯カメラの設置状況と
今後の見通しは

学校トイレの洋式化が進んでいない

録画映像

録画映像

小学校のトイレ
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補
正
予
算

討
　
論

審
議
結
果

政
務
活
動
費

一
般
質
問

議
　
案

●子供たちの命と安全を守ることを最優先に

●誠意ある対応を求めていく

え
の
連
絡
が
来
た
の
で
、

浸
水
し
て
い
る
中
、
迎
え

に
行
か
ざ
る
を
得
な
い
保

護
者
も
い
た
よ
う
だ
が
、

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
ど

う
考
え
る
か
。

答 

各
学
校
に
状
況
を
報

告
さ
せ
、
対
応
の
不

備
な
点
や
改
善
点
に
つ
い

て
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
警
報
が
発
表
さ
れ
た

場
合
は
、
速
や
か
に
保
護

者
へ
連
絡
す
る
と
と
も
に
、

保
護
者
が
迎
え
に
来
ら
れ

ず
学
校
で
待
機
す
る
場
合

な
ど
様
々
な
ケ
ー
ス
も
想

定
し
な
が
ら
、
子
供
た
ち

の
命
と
安
全
を
守
る
こ
と

を
最
優
先
と
し
、
対
応
に

努
め
て
い
く
。

問 

６
月
２
日
、
午
前
９

時
９
分
に
大
雨
洪
水

警
報
が
発
表
さ
れ
た
後
、

学
校
で
は
何
時
に
子
供
た

ち
を
帰
宅
さ
せ
た
か
。

答 
午
前
11
時
か
ら
11
時

30
分
の
間
に
幼
稚
園

３
園
、
小
学
校
３
校
、
中

学
校
４
校
が
、
正
午
ま
で

の
間
に
幼
稚
園
１
園
、
小

学
校
５
校
、
中
学
校
１
校

が
、
午
後
０
時
30
分
ま
で

の
間
に
幼
稚
園
２
園
、
小

学
校
３
校
、
中
学
校
２
校

が
、
午
後
１
時
ま
で
の
間

に
幼
稚
園
１
園
、
小
学
校

１
校
が
そ
れ
ぞ
れ
下
校
を

開
始
し
た
。
警
報
発
表
か

ら
下
校
ま
で
時
間
が
空
い

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

気
象
警
報
発
表
時
の
下
校

は
、
小
学
校
は
保
護
者
に

迎
え
に
来
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
い
る
が
、
小
中
学

校
と
も
に
、
給
食
を
食
べ

さ
せ
た
上
で
下
校
さ
せ
よ

う
と
し
た
た
め
で
あ
る
。

問 

警
報
発
表
後
、
時
間

が
経
っ
て
か
ら
、
迎

流
の
市
民
へ
の
説
明
会
も

必
要
と
考
え
る
が
、
市
長

の
考
え
は
。

答 

同
社
と
県
と
の
事
前

協
議
は
終
了
し
た
が
、

今
後
は
関
係
自
治
会
へ
の

説
明
の
ほ
か
、
知
事
へ
の

認
定
申
請
、
自
治
会
等
利

害
関
係
者
に
よ
る
知
事
へ

の
意
見
書
の
提
出
、
知
事

に
よ
る
市
長
へ
の
意
見
聴

取
等
が
必
要
で
あ
る
。
事

業
者
に
対
し
て
は
誠
意
を

持
っ
て
事
業
計
画
や
災
害

対
応
、
事
業
終
了
後
の
廃

棄
費
用
の
確
保
な
ど
を
求

め
て
い
く
。

問 

旭
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
海

南
発
電
株
式
会
社
が

開
発
予
定
の
機
械
設
備
を

20
億
円
と
仮
定
し
た
場
合
、

事
業
期
間
20
年
間
の
固
定

資
産
税
合
計
は
４
億
６
千

万
円
前
後
と
試
算
さ
れ
る

の
に
対
し
て
、
市
民
が
将

来
に
渡
っ
て
抱
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
リ
ス

ク
は
大
き
く
、
雇
用
の
創

出
も
な
い
こ
と
か
ら
、
同

社
の
事
業
は
本
市
に
と
っ

て
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と

は
言
え
な
い
。
約
32
万
㎡

の
開
発
エ
リ
ア
の
内
、
13

万
㎡
以
上
の
森
林
伐
採
が

行
わ
れ
、
土
砂
崩
れ
や
パ

ネ
ル
損
壊
の
場
合
は
ヒ
素
、

セ
レ
ン
、
カ
ド
ミ
ニ
ウ
ム
、

鉛
、
ア
ン
チ
モ
ン
等
の
有

害
物
質
に
よ
る
日
方
川
の

汚
染
が
懸
念
さ
れ
る
。
最

終
的
な
原
状
復
旧
工
事
も

保
証
の
限
り
で
は
な
い
。

ま
た
、
自
治
会
へ
の
説
明

会
も
周
辺
４
自
治
会
の
み

を
対
象
に
開
催
予
定
と
聞

く
。
巽
地
区
や
日
方
川
下

森下  貴史

田村  秀明

警報発表時の下校の改善を

重根に開発予定のメガソーラーは
災害リスクを高めるのではないか

録画映像

録画映像

問 

緊
急
時
に
は
市
民
に

防
災
カ
メ
ラ
の
映
像

は
見
せ
な
い
と
い
う
市
の

姿
勢
に
変
更
は
あ
る
か
。

答 

２
月
定
例
会
の
答
弁

の
と
お
り
、
津
波
の

映
像
を
確
認
す
る
ま
で
避

難
し
な
い
方
が
出
る
恐
れ

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
カ
メ

ラ
の
一
般
公
開
は
制
限
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問 

今
回
の
災
害
で
、
市

か
ら
警
報
や
避
難
指

示
が
届
か
な
か
っ
た
所
は

把
握
し
て
い
る
か
。

答 

防
災
行
政
無
線
、
メ

ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
、

エ
リ
ア
メ
ー
ル
等
を
配
信

し
、
市
民
へ
の
情
報
伝
達

は
で
き
る
限
り
対
応
し
た

と
考
え
て
い
る
が
、
詳
細

は
、
今
後
確
認
し
て
い
く
。

問 

洪
水
か
ら
避
難
す
る

た
め
に
、
荒
れ
狂
う

川
を
渡
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
よ
う
に
、
水

害
の
避
難
場
所
が
適
当
で

な
い
状
況
が
あ
る
。
避
難

場
所
や
避
難
所
の
点
検
や

問 
高
齢
・
障
害
者
施
設

等
の
入
所
者
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
マ
イ

ナ
保
険
証
の
交
付
の
代
理

手
続
き
の
流
れ
は
ど
う
か
。

答 
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
交
付

の
手
続
き
は
、
一
定

の
理
由
が
あ
る
場
合
、
所

定
の
書
類
に
本
人
の
意
思

等
を
記
載
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
代
理
人
が
手
続
き

で
き
る
。
保
険
証
の
ひ
も

づ
け
は
原
則
本
人
が
行
う

も
の
で
あ
る
が
、
本
人
の

意
思
に
基
づ
き
、
代
理
人

が
手
続
き
で
き
る
。

問 

本
人
の
意
思
確
認
が

で
き
な
い
場
合
は
ど

う
す
る
の
か
。

答 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
取
得
に
関
し
て
、

本
人
の
意
思
が
確
認
で
き

な
い
場
合
、
資
格
確
認
書

の
交
付
で
対
応
す
る
こ
と

と
な
る
。

問 
今
後
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
運
転
免
許

証
な
ど
も
集
約
す
る
計
画

が
あ
り
、
紛
失
す
れ
ば
大

変
厄
介
な
こ
と
に
な
る
。

再
交
付
の
流
れ
は
ど
う
な

る
の
か
。

答 

紛
失
の
場
合
、
不
正

利
用
防
止
の
た
め
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
機
能
停
止

の
手
続
き
を
行
い
、
市
役

所
で
再
交
付
の
申
請
を
行

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

る
。
再
交
付
ま
で
は
１
、

２
か
月
程
度
を
要
す
る
。

問 

医
療
機
関
な
ど
で
の

患
者
の
資
格
確
認
端

末
機
の
設
置
状
況
は
ど
う

か
。
ま
た
業
務
負
担
は
増

え
て
い
な
い
か
。

答 

市
内
医
療
機
関
に
お

け
る
現
在
の
設
置
状

況
は
、
医
科
で
72
％
、
歯

科
で
65
・
６
％
、
調
剤
で

80
・
９
％
で
あ
る
。
窓
口

業
務
の
負
担
に
つ
い
て
は
、

資
格
確
認
で
き
な
い
こ
と

が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。



11 市議会だよりかいなん 74号

補
正
予
算

討
　
論

審
議
結
果

政
務
活
動
費

一
般
質
問

議
　
案

●命を守る最善の行動を取って

●再交付に１、２か月かかる

見
直
し
を
す
べ
き
で
は
。

答 

大
雨
や
台
風
時
の
避

難
場
所
と
し
て
は
、

「
高
齢
者
等
避
難
」
を
発

令
し
た
場
合
に
は
、
身
近

な
場
所
に
早
期
に
避
難
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
市

内
20
カ
所
の
避
難
場
所
を

開
設
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
周
知
し

て
い
る
。
災
害
が
想
定
さ

れ
る
場
合
は
、
自
身
で
気

象
情
報
等
を
確
認
し
、
災

害
に
備
え
て
ほ
し
い
。
危

険
な
場
合
は
、
親
戚
や
知

人
宅
、
指
定
緊
急
避
難
場

所
な
ど
安
全
な
場
所
に
早

期
に
避
難
し
て
ほ
し
い
。

既
に
災
害
が
発
生
・
切
迫

し
て
い
る
状
況
の
場
合
は
、

命
を
守
る
最
善
の
行
動
を

取
っ
て
ほ
し
い
。

問 

緊
急
時
に
は
市
民
に

防
災
カ
メ
ラ
の
映
像

は
見
せ
な
い
と
い
う
市
の

姿
勢
に
変
更
は
あ
る
か
。

答 
２
月
定
例
会
の
答
弁

の
と
お
り
、
津
波
の

映
像
を
確
認
す
る
ま
で
避

難
し
な
い
方
が
出
る
恐
れ

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
カ
メ

ラ
の
一
般
公
開
は
制
限
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問 
今
回
の
災
害
で
、
市

か
ら
警
報
や
避
難
指

示
が
届
か
な
か
っ
た
所
は

把
握
し
て
い
る
か
。

答 
防
災
行
政
無
線
、
メ

ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
、

エ
リ
ア
メ
ー
ル
等
を
配
信

し
、
市
民
へ
の
情
報
伝
達

は
で
き
る
限
り
対
応
し
た

と
考
え
て
い
る
が
、
詳
細

は
、
今
後
確
認
し
て
い
く
。

問 

洪
水
か
ら
避
難
す
る

た
め
に
、
荒
れ
狂
う

川
を
渡
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
よ
う
に
、
水

害
の
避
難
場
所
が
適
当
で

な
い
状
況
が
あ
る
。
避
難

場
所
や
避
難
所
の
点
検
や

問 

高
齢
・
障
害
者
施
設

等
の
入
所
者
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
マ
イ

ナ
保
険
証
の
交
付
の
代
理

手
続
き
の
流
れ
は
ど
う
か
。

答 

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
交
付

の
手
続
き
は
、
一
定

の
理
由
が
あ
る
場
合
、
所

定
の
書
類
に
本
人
の
意
思

等
を
記
載
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
代
理
人
が
手
続
き

で
き
る
。
保
険
証
の
ひ
も

づ
け
は
原
則
本
人
が
行
う

も
の
で
あ
る
が
、
本
人
の

意
思
に
基
づ
き
、
代
理
人

が
手
続
き
で
き
る
。

問 

本
人
の
意
思
確
認
が

で
き
な
い
場
合
は
ど

う
す
る
の
か
。

答 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
取
得
に
関
し
て
、

本
人
の
意
思
が
確
認
で
き

な
い
場
合
、
資
格
確
認
書

の
交
付
で
対
応
す
る
こ
と

と
な
る
。

問 

今
後
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
運
転
免
許

証
な
ど
も
集
約
す
る
計
画

が
あ
り
、
紛
失
す
れ
ば
大

変
厄
介
な
こ
と
に
な
る
。

再
交
付
の
流
れ
は
ど
う
な

る
の
か
。

答 

紛
失
の
場
合
、
不
正

利
用
防
止
の
た
め
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
機
能
停
止

の
手
続
き
を
行
い
、
市
役

所
で
再
交
付
の
申
請
を
行

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

る
。
再
交
付
ま
で
は
１
、

２
か
月
程
度
を
要
す
る
。

問 

医
療
機
関
な
ど
で
の

患
者
の
資
格
確
認
端

末
機
の
設
置
状
況
は
ど
う

か
。
ま
た
業
務
負
担
は
増

え
て
い
な
い
か
。

答 

市
内
医
療
機
関
に
お

け
る
現
在
の
設
置
状

況
は
、
医
科
で
72
％
、
歯

科
で
65
・
６
％
、
調
剤
で

80
・
９
％
で
あ
る
。
窓
口

業
務
の
負
担
に
つ
い
て
は
、

資
格
確
認
で
き
な
い
こ
と

が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

溝口  恵敬

岡　  義明

避難場所の見直しをすべき

マイナンバカードを紛失した場合の
再交付は

録画映像

録画映像
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甲賀市では、議会と市民が距離を縮め「つ
ながり」をもてるような「議会だより」に
するため、議員（広報委員等）自らが取材、
編集、校正などを行っています。また内容や
見やすさについて市民から意見を聞き、紙面
に生かしていくために「まちかどアンケート」
や「モニター会議」を実施されています。

視察研修では、甲賀市議会広報委員から議会広報についての説明を受け、「議会だより」編集のポイントに
ついてご教示いただきました。

４
月
29
日
、
前
海
南
市
議
会
議
員　

宮
本
勝

利
氏
が
栄
え
あ
る
旭
日
小
綬
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
栄
誉
に
対
し
衷
心
よ
り
お
喜
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

６
月
14
日
開
催
の
全
国
市
議
会
議
長
会
第
99

回
定
期
総
会
に
お
い
て
、
榊󠄀
原
徳
昭
氏　

宮
本

憲
治
氏
が（
議
員
20
年
以
上
）表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
に
対
し
衷
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

春
の
叙
勲

特
別
表
彰 旭

日
小
綬
章

前
海
南
市
議
会
議
員

宮
本
　
勝
利 

氏


